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【研究成果の概要】  （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 ）  
 

 通 常 教 育 に おけ る 特別 支 援 教 育 や 教育 相 談に お い て ， 知 能検 査 によ る 専 門 的 ・ 詳細 な アセ ス

メ ン ト の 他 に ，教 師 ･保護 者 ら が 自 ら 活用 で きる 学 校 で の 児 童生 徒 の適 応 状 況 を 評 価す る 尺度 が

求 め ら れ て お り， 現 在我 が 国 で は 標 準化 さ れた 発 達 的 視 点 に基 づ く尺 度 （ 適 応 ス キル の 獲得 段

階 や 年 齢 が 判 明す る もの ）は 数 少 な い こと か ら，そ の 開 発・標 準 化 を実施 し た（ 約 1800 名 (5-15

歳 )の 通 常 学 級 在籍 の 幼児 児 童 生 徒 ）。 本尺 度 （学 校 適 応 プ ロ フィ ー ル SAP； School Adaptation 

Profile)は ，幼稚 園 ･小中 学 校 の 児 童 生徒 の 適応 ス キ ル に つ いて ，発 達的 な 視 点 に 基 づく 行 動観

察 か ら 評 価 す る尺 度 (5 領 域 /各 20 項 目 ：生 活習 慣 ，手 指 の 巧 緻性 ，言 語 表 現 ，社 会 性，行動 コ

ン ト ロ ー ル )で ある 。その 尺 度 を 特 別 な教 育 的支 援 を 要 す る 児童 に 活用 し た 事 例 を 収集 ･分 析し ，

教 師 や 保 護 者 を交 え た効 果 的 で 機 能 性を 重 視し た 活 用 方 法 につ い て検 討 し た 。 具 体的 に は， ①

事 例 デ ー タ （ 小学 生 103 名 ） の 分 析 検 討 ， ②活用 と 理 解 啓 発 のた め に教 師 ・ 指 導 者 ・保 護 者ワ

ー ク シ ョ ッ プ を開 催 した 。  

 

① 特 別 な 教 育 支 援 を 要す る 103 事 例 の SAP 分 析  

 発 達 に 遅 れ また は 偏り が 疑 れ る （ SAP の A 尺度 ［ 適 応 ス キ ルの 把 握］ の い ず れ か の領 域 にお

い て 領 域 得 点 が標 準 化デ ー タ の 学 年 平均 か ら 2 標 準 偏 差 以 下 の ）小 学校 児 童 103 名（ 1 年 11 名，

2 年 9 名 ， 3 年 13 名 ， 4 年 20 名 ， 5 年 25 名 ， 6 年 25 名 ） を 抽 出 し ， 個々 の 支 援 ニ ー ズの 特 徴

を 探 る た め に B 尺 度 ［特 別 な 支 援 ニ ーズ の 把握 ］ の 項 目 を 使用 し ，ク ラ ス タ ー 分 析を 行 った 。

そ の 結 果 ， 3 つ の ク ラスタ ー が 抽 出 さ れた 。 これ ら を B 尺 度 の 領 域 ごと に み る と ， 平均 得 点の

上 位 2 領 域 が 「 集 中 力 」「 意 欲 」 の 領 域で 占 めら れ ， ま た 平 均得 点 の最 も 低 い 領 域 が「 身 体性 」

「 運 動 」 の 領 域で あ るな ど ， 類 似 し た特 徴 を示 し た 。 第 1 ク ラ ス ター が 各 領 域 で 全般 的 に平 均

得 点 が 低 い グ ルー プ ，第 2 ク ラ ス タ ー が 全 般的 に 著 し く 高 いグ ル ープ ， 第 3 ク ラ ス タ ー が中 程

度 の グ ル ー プ に分 類 され た 。 心 理 教 育的 援 助サ ー ビ ス の 段 階分 類 から ， 第 1 ク ラ ス タ ー に分 類

さ れ た 53 名 に 対 し て は具 体 的 な 支 援 は必 要 ない が 教 師 が 気 にか け る必 要 性（ 第 1 次 援 助 段 階），

第 2 ク ラ ス タ ー に 分 類さ れ た 20 名 に 対 し て は常 に 支 援 員 に よる サ ポー ト の 必 要 性（ 第 3 次 援助

段 階 ）， 第 3 ク ラ ス タ ーの 30 名 に 対 し て は ， 常時 の 支 援 員 に よる サ ポー ト は 必 要 な いが ， 新し

い 活 動 の 際 の 支援 の 必要 性（ 第 2 次 援 助 段 階 ）が 示 唆 さ れ た 。米 国知的 障 害 学 会（ AAIDD）によ

る 支 援 レ ベ ル （一 時 的： intermittent， 限 定的 ； limited， 長期 的 ； extensive） に も通 じ る見

解 が 得 ら れ た 。つ ま り， ADHD や 広 汎 性 発 達 障害 ，軽 度 知 的 障 害 と いっ た 診 断 か ら 導か れ る支援

ニ ー ズ に 目 を 向け る こと も 重 要 で あ るが ， 学校 生 活 で の 支 援レ ベ ルや 具 体 的 な 援 助の 内 容に つ

い て 評 価 し 考 えて い く方 向 性 も 同 時 に重 要 視す べ き こ と が 本研 究 から 明 ら か に な った 。  

 

② ワ ー ク シ ョ ッ プ の 開催  ＜ 教 師 ・ 保 護 者 と意 見 交 換 や 検 討 を 実 施し た ＞  

 第 1 回 ワ ー ク シ ョ ップ ；「 地域 の 実 情 に合 った 発 達 障 害 者 支援 ・ 学校 支 援 の 事 例・ 実 践 研究 ~

教 育 フ ィ ー ル ドに お ける 支 援 方 法・ア セ ス メン ト 法・連 携 研 究 の あり 方 ～（ 参 加者： 56 名 ）」

［ 平 成 23 年 9 月 18 日 (日 )/跡 見 学 園 大学 /日 本 LD学 会 第 20 回 大 会 /自主 シ ン ポ ジ ウ ム］  

 第 ２ 回 ワ ー ク シ ョ ップ ；「 軽 度知 的 障 害 児があ ら ゆ る 教 育 の場 で 増え て い る ！ （ 参加 者 ： 45

名 ）」［ 平 成 23 年 9 月 24 日 (土 )/弘 前 大 学 /日 本特 殊 教 育 学 会 第 49 回 大会 /自 主 シ ン ポ ジウ ム］ 

 第 ３ 回 ワ ー ク シ ョ ップ ；「（ 参 加者 ： 16 名 ）」［ 平 成 23 年 12 月 1 日 (木 )/武 蔵 野 市 役所 /知 的 ･

発 達 障 害 指 導 研究 会 ］  



研究成果発表方法  
○ SAP 学 校 適 応 プ ロ フィー ル を 用 い た 特別 な 支援 ニ ー ズ に つ いて の 検討 ，熊 谷  亮・橋 本 創 一 ・

他 ， 日 本 発 達 障害 学 会第 46 回 研 究 大 会 発 表 論文 集 ， 214-215．  

○ 地 域 の 実 情 に合 っ た発 達 障 害 者 支 援・学 校 支援 の 事 例・実 践研 究 ~教育 フ ィ ー ル ド にお け る支

援 方 法 ・ ア セ スメ ン ト法 ・ 連 携 研 究 のあ り 方～ ， 橋 本 創 一 ・佐 藤 晋治 ・ 他 ， 日 本 LD 学 会 第

20 回 大 会 発 表 論 文 集 ， 200-201．  

○ 軽 度 知 的 障 害児 が あら ゆ る 教 育 の 場で 増 えて い る ！ ， 橋 本創 一 ・菅 野  敦 ・ 他 ，日 本 特殊 教

育 学 会 第 49 回 大 会 発 表論 文 集 ， 81．  
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